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電 気 電 子 情 報 工 学 実 験 �

実 験 題 目 実験題目

担当教員名 担当の先生方

実験年月日 平成 21 年 1 月 2 日（実験計画）

3 月 4 日（実験）

5 月 6 日（実験）

7 月 8 日（レポート作成）

実験班名 A 班

共同実験者名

xxxxxxxx 長岡高専

提出者 学生番号 99999999

氏 名 長岡 技大



学生実験レポートチェックリスト
チェック項目 チェック欄 ✔

レポート提出期限を再確認しましたか。提出期限に遅れた場合は自動的に
不合格の扱いとなります。
レポートは題目（副題目）、概要、英文概要（４年生のみ）、実験の目的、
理論的背景、実験方法、実験結果、考察、結果（まとめ）、参考文献、Appendix

（必要に応じて）、の項目から形成されている。
レポートの本体（Appendix以外）はできるだけ簡潔に書かれてあり、必要
な情報が盛り込まれている。
項目（概要、理論的背景、実験方法、実験結果、考察、まとめ、参考文献）
が、実験目的と整合している
実験結果の内容と考察に書かれている内容が区別されている。考察として、
単なる結果を書いていない。
工夫した点を考察の後に１００字程度で書いてあるか

図（グラフ）の縦軸、横軸の物理量が単位を含めて英語で記載されている

図・表中の数値は実験データの処理方法に記載されている有効数字に則っ
ている。
図・表には、順に Captionが英語で付けてある。

測定データはポイントで、計算結果は曲線で書いてある。また測定データ
にはエラーバーが付けてある。
その他、「実験レポートの書き方」を熟読し、その主旨・注意事項に添って
いる。
実験班メンバー、担当者とディスカッションした時間

1 月 2 日 3：4 ～ 5：6 、 月 日 ： ～ ：
月 日 ： ～ ： 、 月 日 ： ～ ：
月 日 ： ～ ： 、 月 日 ： ～ ：
月 日 ： ～ ： 、 月 日 ： ～ ：

合計時間 123 時間
実験全般についての感想・意見等

実験内容や実験レポートの書き方・評価方法などについてできるだけ建設的な意見を書いてく
ださい。次年度の学生実験の改良に生かすものであり、採点対象とはなりません。

何か実験に対して感想があれば、ここに一言

＊ レポートの提出期限厳守（遅れた場合には自動的に不合格となります）。
＊ 本チェックリストに記入し、レポート表紙の次につけること。
＊ チェックリストは各自の確認のためにつけるものであるから、自分の作成したレポート
に対して真摯な態度で記入すること。

＊ チェックリストがついていない場合やチェック項目が満足されていない場合にはレポ
ートを受け取らないので注意すること。



実験テーマ ： 実験題目

学籍番号：99999999 A 班 氏名 長岡 技大

概要 (250字)： ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに

概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここ

に概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。こ

こに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。

ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。

ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。ここに概要を書きます。

目的 (300字)： ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに

目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここ

に目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。こ

こに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。

ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。

ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。

ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。ここに目的を書きます。

日付： 添削者サイン：
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実験題目
サブタイトル

電気電子情報工学課程 99999999長岡 技大
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